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今年も大人気

田舎暮らし体験田舎暮らし体験
　今年も多くの方が勝山市を訪れ、「田舎暮らし」を
体験しました。その活動についてご報告します。

■
住
み
込
み
で
お
手
伝
い

　　

勝
山
市
で
は
、
平
成
20
年
度
か

ら
田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
都
会
か
ら
参
加

者
を
募
り
、
市
内
の
農
家
で
農
作

業
な
ど
を
手
伝
う
代
わ
り
に
、
食

事
と
宿
泊
先
を
提
供
す
る
も
の
で

す
。
県
と
連
携
し
て
、
都
市
圏
の

ほ
か
に
も
各
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
大
学

な
ど
へ
情
報
発
信
し
、現
在
で
は
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
日
本
国
際
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
）
や
大
阪
府

立
大
学
な
ど
と
友
好
を
深
め
、
毎

年
多
く
の
参
加
者
が
勝
山
市
を
訪

れ
て
い
ま
す
。

■
定
住
の
き
っ
か
け
に
も

　

参
加
者
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
昨
年
の
参
加
者
は
１
４
２
人

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
先
月
末

現
在
で
99
人
と
順
調
に
人
数
を
増

や
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
累
計

参
加
者
は
４
７
７
人
で
、
そ
の
う

ち
リ
ピ
ー
タ
ー
は
54
人
、
ま
た
こ

の
事
業
を
き
っ
か
け
に
勝
山
市
に

定
住
さ
れ
た
方
が
４
人
お
り
、
着

実
に
勝
山
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い

ま
す
。

■
女
子
学
生
に
人
気

　

今
年
は
女
子
学
生
の
参
加
が
多

く
、
ま
た
、
都
会
を
離
れ
て
田
舎

で
就
農
を
考
え
る
40
代
・
50
代
の

参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　

参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
今
年

も
「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
お
世
話
」

が
大
人
気
で
し
た
。

　

地
域
別
で
は
、
関
西
圏
か
ら
の

参
加
者
が
半
数
を
占
め
て
い
る
一

方
、
北
は
山
形
県
、
南
は
熊
本
県

か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　

滞
在
期
間
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方

が
１
泊
２
日
か
ら
３
泊
４
日
ま
で

の
期
間
で
あ
っ
た
一
方
、
13
泊
14

日
の
方
も
９
人
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
参
加
者
は
長
期
休
暇
や

夏
休
み
を
利
用
し
て
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

■
参
加
者
の
声

　

農
業
の
大
変
さ
を
実
感
で
き
、

す
ご
く
自
分
に
と
っ
て
良
い
体
験

に
な
り
ま
し
た
。
受
け
入
れ
し
て

い
た
だ
い
た
家
族
の
方
か
ら
も
大

変
よ
く
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
20
代
女
性
）

　

見
る
も
の
、
教
わ
る
こ
と
、
体

験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
全
部
が

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
び
っ

く
り
す
る
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

（
10
代
女
性
）芝刈り（かつやま恐竜の森）

参加者の内訳（11月末現在）

性　別 人　数 年　代 人　数

男 28 10代 25

女 71 20代 62

計 99 30代 9

40代 1

職　業 人　数 50代 2

社会人 29 計 99

学　生 66

その他 4

計 99

体験の内容 人　数

ジャージー牛のお世話 45

農家さんのお仕事 26

耕作放棄地の再生 12

古民家の再生 10

登山道整備 3

地域再生のお手伝い 3

恐竜公園での作業 0

計 99

※ 複数の内容を体験した方は、主に体験した
プログラムで集計しています

稲刈り体験（平泉寺町小矢谷）稲刈り体験（平泉寺町小矢谷）
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平成24年度　人権啓発地方委託事業

　思いやりや感謝の気持ちを言葉で表した、
大切な人への「ことばの贈り物」。
　今年は776点の応募がありました。
　優秀作品の発表と入賞者のご紹介をします。

（順不同、敬称略）

中学生の部　優秀賞

小学生の部　入　選

中学生の部　入　選

小学生の部　優秀賞
ことばの贈り物ことばの贈り物

“ありがとうメッセージ”“ありがとうメッセージ”
入賞作品発表入賞作品発表

清水　春衣 （鹿谷小１年）
三屋恵太郎 （成器南小１年）
木下　悠吾 （北郷小２年）
清水　蒼空 （北郷小２年）
藤永　俊之 （北郷小３年）
椿山　凜香 （村岡小３年）
鈴木　春奈 （荒土小４年）
近藤真奈美 （成器西小４年）
清水　陽樹 （北郷小５年）
神下はるか （野向小６年）
坂上　竜輔 （平泉寺小６年）

山田穂乃香 （勝山中部中１年）
白崎　愛香 （勝山中部中２年）
玉木　里英 （勝山中部中２年）
宮本颯太郎 （勝山中部中２年）
石上穂伸子 （勝山中部中２年）
稲木　陸斗 （勝山中部中３年）
谷口　諒斗 （勝山中部中３年）
柳原　千夏 （勝山中部中３年）
岩﨑　歩美 （勝山南部中３年）

父母 へ
いつも支えてくれてありがとう。大人になったら
僕がお母さんとお父さんを支えます。
稲木奎冴より（勝山中部中１年　稲木奎冴）

天国へいったスカイ へ
天国で楽しくすごしていますか？ぼくは、ス
カイに会いたいです。大すき♡ありがとう
小山　陸より（成器南小３年　小山　陸）

おとうさん へ
いつもしごとからつかれてかえってきても、わ
らってだきあげてくれてありがとう♡

みおより（成器西小１年　大倉美桜）

おかあさん へ
おかあさんのぱたぱたあしおと一ばんいそがし
そう。ぼくのたいせつなおとだよ。

まさあきより（三室小１年　川森正瑛）

お母さん へ
「いってらっしゃい」「おかえり」この２つが、
毎日私を元気にする最高の応援です。

萌香より（勝山中部中１年　笠川萌香）

お母さん へ
料理を教えてくれてありがとう。これからた
くさん練習して、世界一のコックになるよ。

ほのかより（荒土小４年　畑中萌佳）

お母さん へ
ほめてくれる。怒ってくれる。そんな母だから、
私は成長できました。ありがとう。
あいかより（勝山中部中２年　中村愛花）

おばあちゃん へ
ごはんの時、料理を作らせてくれて「ありが
とう」にがてな野菜もおいしく食べれたよ

千聖より（鹿谷小４年　髙田千聖）

祖母 へ
あなたの笑顔と声を聞くだけで心がホッとし
ます。これからも元気でいて下さい。

郁水より（勝山中部中３年　土谷郁水）

弟 へ
「大嫌い」って毎日言うけど、本当はウソ。
わたしの弟でありがとう。そして、大好き

ほのかより（荒土小６年　下牧穂乃香）


